
前回（令和7年3月開催）の審議会の振り返り 

 

※ 前回審議会では、平成4年7月の答申を受けてからのこれまでの取組状況について報告を行いました。 

 

1. 答申内容（令和4年7月19日）に基づく取組状況 

 

（1）令和2年度〜令和3年度における取り組みの審議および評価 

① 情報共有に関する施策 

答申： SNS等の多様な手段を活用し、若者や自治会未加入者へ情報を届ける仕組みの再検討、およ

び「双方向」の共有を重視すること。 

 

② 市民の参加・参画に関する施策 

答申： 「参加・参画・協働」のガイドライン作成を検討すること。 

 

③ 協働に関する施策 

答申： 中間支援組織の設置検討、人材バンクの実施、若者・子どもに重点を置いた担い手育成を行う

こと。 

 

（2）令和4年度以降の推進体制と現在の状況 

① 地域の体制 

答申： 小学校区単位に「地域の拠点」を位置づけ、世代を超えた絆づくりを進めること。 

状況： モデル地区として牛牧校区では牛牧南部コミュニティセンターの一室を拠点として活動を開始

していますが、地域住民が集まる場所としての定着には至っていないのが現状です。 

 

答申： 市の現状に即して有効かつ有機的に機能する中間支援組織の設置を望む。 

状況： 現在、中間支援組織の設置には至っておらず、市民協働安全課の職員がその機能を担っていま

す。しかし、人事異動によるノウハウ蓄積の困難さが課題となっています。 

 

答申： 高齢者を地域づくりの資源として活かす視点を持つことを望む。 

状況： 小学校区単位の見守り隊が発足しました。また、市社会福祉協議会との連携により「支え合い

会議」や「地域サロン」等の活動が活発化しています。 

 

資料①
② 行政の体制 

答申： 複雑化した相談窓口（自治会、校区組織等）を整理し、市民に分かりやすくすること。 

        状況： 令和5年度より、自治会・校区組織の窓口を市民協働安全課に一本化しました。 

必要に応じて地域福祉高齢課や生涯学習課と連携し、支援を行う体制を整えました。 

 

答申： 若手を含む職員全体の意識改革と連携強化を図ること。 

状況： 朝日大学と連携し、新規採用職員を対象とした2年間の人材育成研修を実施。 

2年目には大学生と共にグループを作って、「30年後の瑞穂市」をテーマとした調査研究を行

い、成果発表を行いました。 

 

（3）条例の見直し（改正案） 

答申： 社会情勢の変化に合わせ、「子どもの参画機会の保障」を明確にするための条例改正。 

        状況： 令和4年12月に条例改正を行い、当該内容を明記しました。 

また、令和7年3月末策定の「瑞穂市こども計画」においても、本条例の趣旨を反映させていま

す。 

 

 

2. 主な委員質問・意見（要旨） 

 

・市ホームページに掲載されている条例が改正前のままである。 

   → 最新版に更新する。 

 

    ・条例や計画内での「子ども」と「こども」の表記の使い分けを確認したい。 

       → 市の施策全体としてもひらがな表記が増えてきたため、条例改正が必要な部分は合わせて統一して

いきたい。 

 

    ・条例第15条に規定される「参加できること又は参画できないことによる不利益」とは、具体的にどのような

事態を想定しているのか。 

       → 市民が参加、参画できなかったことにより、自分の意見 を発信できず、結果的にその市民にとって施

策が悪い方向 に進まないようにしていかなければならないということである。 

 

・NPO法人を生かした中間支援組織体制を進める動きはあるのか。 

→ 中間支援組織はあったほうが良いと考えるが実現していないのが現状である。 











「子どもの参画」に関する事業実施状況 （令和７年度事業）

番号 分類 担当課 事業名 対象者 事業内容

1 活躍 学校教育課
ＭＳＫ・ＭＳＪの活動推進
事業

小学生・中学生

青少年の健全育成を目指し、自分たちの学校や地域をよりよくしていこうという願いのもと、中学校では『ＭＳＪ（マナーズ・スピリット・ジュニア）』、小学校で
は『ＭＳＫ（マナーズ・スピリット・キッズ）』というボランティア組織をつくり、活動を行いました。
自分たちの学校や地域をよりよいものにしようと、個人で考えたり、集団で話し合ったりする中で、主体的に取り組む態度や実践力を育むとともに、規範意識を高め
る機会となりました。

2 活躍 生涯学習課
サンコーパレットパーク
丘の命名

西小学校６年生
サンコーパレットパークのさらなる賑わいの創出と地域資源としての活用をしていただけるよう、丘にネーミング（愛称）を付けることとしました。西小学校の校区
内にあることから、西小学校６年生の子たちが考え、「お！かきりんの丘」に決定しました。今後、市として積極的に活用し、広く周知を行っていきます。

3 活躍 市民協働安全課 校区活動・自治会活動
少年リーダー
小中学生

校区や自治会が開催する各事業において、少年リーダーや小中学生が運営スタッフとして参画しました。①ウォーク事業では、受付や最後尾での安全確認、②夏祭り
では自治会が運営する出店での接客をはじめ、ゴミ収集による会場美化、チケット配布など、③運動会では実行スタッフといった運営の中核を担い、地域行事の裏側
を支える責任ある活動を通じて、多世代の住民と協力しながら主体的に地域活性化に関わるまちづくりの「活躍の場」となりました。

4 活躍 生涯学習課 各種事業 少年リーダー
瑞穂市少年リーダーは、子ども会の依頼でレクリエーションを行うなどの活動の支援や、市民会議などの市の行事、校区の運動会など地域の行事に協力をしていま
す。令和７年度は、校区活動、自治会活動以外に、子ども会インリーダー研修会、インリーダー野外研修等の子ども会行事、市民の集いや平和の祈り等の市の行事、
市体育協会の行事などから派遣依頼を受け、参加しました。

5 活躍 生涯学習課
少年リーダー
総合クラブ

岐阜聖徳学園大学
レクレーション研
究会

毎月の少年リーダー定例会にて、レクレーション指導を行っています。少年リーダーたちが、そこで、いくつかのレクレーションを学び、子ども会活動で指導をして
いきます。また、瑞穂総合クラブで「あそびっこ」「スーパードッジボール」の講師として、小学生たちの指導にあたっています。

6 活躍 生涯学習課 二十歳を祝う会
二十歳を祝う会実
行委員

二十歳を祝う会に向けて、二十歳を迎える子たちの中から実行委員会を組織し、毎月実行委員会を実施しています。そこで、会の流れ、役割分担、第２部の内容を話
し合い、自分たちで二十歳を祝う会を企画・運営しています。特に第２部は、実行委員の子たちが準備し、会を盛り上げています。

7 活躍 市民協働安全課 ラジオ体操 巣南中学校
保護者による運営が困難となった夏休みのラジオ体操を継続するため、中学生が主体となる運営体制を構築しました。中学校で放課後に分団会として、生徒と自治会
長等の地域関係者が協議する場を設け、生徒自らがラジオ体操の運営計画を相談して実施し、地域課題の解決に子どもたちが直接寄与しました。

8 体験 総合政策課 一日瑞穂市長 小学生
子どもたちの市政に対する興味関心と理解を深め、新たな視点を市政に取り入れる機会とすることを目的に、市内在住の小学校４年生～中学校３年生を対象として
「一日市長体験」を実施（令和６年度事業開始）。部長会議へ参加し「私が市長になったら」を発表、庁舎内で各部署の業務について見学など「体験の場」とした。
今年度は４名×３日間の計１２名が参加した。

9 体験
総合政策課
学校教育課

スクールミーティング 市内小中学生
市長、副市長、教育長をはじめとする市職員が小中学校を訪問し、児童・生徒の市に対する要望について直接意見交換を行いました。今年度は全ての小中学校で行
い、瑞穂市の将来について意見交換を行いました。ここで得られた意見は、今後の市の施策へ反映させていく予定です。

10 体験 市民協働安全課 少年少女消防クラブ 小学生
少年少女消防クラブは、年間を通じた防火・防災に関する活動に取り組み、子どもたちが市民へ防火・防災思想を広める担い手となることを目的としています。活動
を通じて火災のない安全な地域社会の実現に寄与することを目指し、子どもたちが自らの力で地域の安全を守る「体験の場」となりました。

11 体験 学校教育課
みずほ未来プロジェクト事
業

中学生

『誰もが幸せに暮らせるまちにするために』をテーマに、中学生が、人権、平和、環境、防災、健康、福祉、教育等の視点から探究内容を決定し、市の未来や抱える
課題について調べ、考え、話し合う取組を行いました。これにより、よりよい主権者となるための基礎を培う機会となりました。
子どもたちは、地域社会の一員としての自覚を深め、ふるさとへの愛着をもつとともに、目の前の課題に対して多面的・多角的に思考・判断しながら探究すること
で、自分なりの考えをもつことにつながりました。

資料③



「子どもの参画」に関する事業実施状況 （令和７年度事業）

番号 分類 担当課 事業名 対象者 事業内容

12 体験 学校教育課
乳幼児ふれあい保育体験事
業

中学生
地域のNPO法人及び各校のPTAの協力のもと、市内3中学校の中学生が乳幼児とふれあう活動を通して、乳幼児の心身の発達の特徴（身体の特徴、言葉、認知、社会性
など）への理解を深めるとともに、幼児とともに活動する中で遊びの意義について考え、幼児の発達や生活の特徴を踏まえた関わり方や安全面・衛生面への配慮の重
要性を実感することにより、積極的な地域参加や社会参加への意欲を育む機会となりました。

13 体験 幼児教育課
地域（西小校区ボランティ
ア・地元企業）との交流事
業

西保育・教育セン
ター園児

西小校区ボランティアの方と一緒にお楽しみ会を開催したり、園内の清掃活動をしたり、地域の方と共に行事や遊びを楽しんでいます。また、地元企業の方とお芋や
夏野菜を育てています。苗を植えたり野菜の収穫をしたりする中で地域の方の温かい心に触れ、身近な人への感謝の気持ちを育みます。

14 発表 下水道課
下水道マンホールふたデザ
イン

小中学生
下水道への関心を高めるとともに市の魅力を再発見する機会として、対象者を限定せずにマンホールふたのデザイン公募を実施したところ、小中学生から323点とい
う多数の応募があったことから、中学生以下の作品を対象に審査を行い、優秀作品（上下水道部長賞）は、デザインプレートとして実際に駅前ロータリーの歩道に設
置する予定です。

15 発表 総務課 選挙啓発事業
小中学生
高校生

小・中・高校生を対象とした「選挙啓発ポスター」および「明るい選挙啓発標語・キャッチフレーズ」の公募を行いました。（令和7年度実績　ポスター：計50点の
応募、標語・キャッチフレーズ：計　8点の応募）また、小中学校長に選挙物品の貸出を呼びかけました。（令和7年度実績　巣南中学校に投票箱の貸出。（9月・3月
（予定））また、令和7年7月の参院選、令和8年2月衆院選時では、多くの子どもたちが投票所を体験してもらえるよう、親子や家族連れで投票所を訪れた子どもに市
のキャラクターシールを配布しました。なお、期日前投票所で選挙啓発ポスターも掲示しました。これらの事業を通じ、子ども・若者の選挙への関心を高め、将来的
な投票行動に結びつくよう意識向上を図りました。また、ポスター掲示では、選挙権を持たない子どもから、有権者である大人（家族等）へ向けた啓発を行うこと
で、「投票する権利」の意味を再認識してもらう機会になったと考えています。

16 発表 総合政策課 みずほ平和の祈り2025 小学生・中学生
市の平和推進事業として、平和コンサートと映画鑑賞を行い、平和コンサートにて市内の小中学生で構成されたレインボー合唱団による合唱と国際的な賞の受賞歴を
もつ市内小学生によるピアノ演奏を披露した。子どもたちが主体となって平和への思いを音楽で表現し、来場者に平和の大切さを伝える機会とした。

17 発表 市民協働安全課 防火ポスター事業 小学生
小学生を対象とした防火ポスター事業を、子どもたちが自身の表現を通じて地域の防火活動に貢献する「発表の場」として実施しました。優秀作品を広報誌やデジタ
ルサイネージ、展示会等で広く発信することで、子どもたちが主体となって市民の防火意識を高め、地域の安全・安心に寄与しました。

18 発表 生涯学習課 ビブリオバトル 市内小学校代表者
子どもたちがその成長に応じて、多くの本に出会い、本を読むことのよさを実感できる機会の一つとして、ビブリオバトルを行っています。各小学校から選ばれた代
表者たちが、おすすめの本について、その本のどんなところが好きなのか、どんなところがおもしろいのか、どんなことを学んだのかなどを聞いている人に精一杯伝
えました。子どもたちが自分の考え、思いを伝える「発表の場」となっています。

19 発表 生涯学習課 少年の主張大会 市内中学校代表者
子どもたちが、広い視野と柔軟な発想や創造性などと共に、物事を論理的に考える力や、自らの主張を正しく伝え、理解してもらう力などを身に付ける契機となるこ
とを願い、主張大会を実施しています。各中学校の代表者たちが、自分の考えを堂々と発表しました。未来への希望や提案、 家庭、学校生活、地域などでの出来事を
通して考えたこと、身の回りの人や友だちとの関わりなど、自分の思いや願いを伝える「発表の場」となっています。

20 発表 生涯学習課
「あいさつ」「地域安全」
標語

市内小中学生
瑞穂市では、子どもたちの健やかな成長を願って、青少年育成市民会議における取組として、「あいさつ運動の日」「地域安全の日」を推進しています。その啓発活
動の一環として「あいさつ」「地域安全」に関する標語を募集し、今年度は小学生２３１８名、中学生１４７４名の子たちからの応募がありました。最優秀賞は横断
幕にし、市内に掲示することで、市民の皆さんの意識の向上に一役買っています。

21 子ども支援課
こども基本法や子どもの権
利条約の趣旨や内容の周
知・啓発

こども・若者 こども・若者の社会に参加する意識向上を図るために、ＨＰ等でこども・若者の権利についての周知・啓発に取り組む。



人材育成研修での「子どもの参画」に関するグループワークの実施について 

 

（1）グループワークのテーマと手法 

新規採用職員を対象にした人材育成研修の中で「瑞穂市まちづくり基本条例」について学び、そ

の中で「子どもの参画」について考えるため、参加者１６名で以下の２点についてグループワーク

を実施しました。  

 

① 「子どもがまちづくりに参画する機会」とは具体的にどのような場面や取組が考えられるか？ 

② 子どもが「参画しやすい」と感じるためには、どのような環境づくりが必要か？ 

 

（2）発表内容のまとめ 

   ① マンホール蓋や壁面のデザイン公募、１日市長体験、子ども議会といった直接的な市政参加

から、地域の清掃や防災訓練、イベントボランティアへの参加、さらには「保育園児にとっ

ての地域の散歩」や「ゆるキャラ募集」といった多様な意見がありました。 

 

② 意見箱や SNS などのツール整備、市役所そのものを「入りやすい雰囲気」にする、出した意

見に対して市がどう応えたかを伝える「フィードバック」の徹底や、お菓子などの楽しみを用

意して参加の敷居を下げる工夫、そして意見を肯定する空気を作りや、子どもの興味を引く空

間を提供するなどの意見がありました。 

 

（3）講師の講評 

・講師からは、従来のアンケート手法に頼るのではなく、子どもとの直接的な「対話から意見を聴

く」アプローチの重要性が示されました。 

・また、講師の体験から、子ども食堂の「駄菓子屋イベント」（200 円相当のコインを子どもに渡

し、子どもはそのコインで駄菓子を選ぶ買い物体験事業）を例に、子どもがこのイベントを毎回

楽しみにしている様子から、「楽しく参加できる仕掛け（環境）」を整えることが、子どもの参画

を促す重要な要素になるとの助言をいただきました。 

・子どもが意見を言いやすくなる具体的な環境づくりについては難しいテーマであり、今後も検討

課題として引き継いでいくこととしました。 

資料④  

令和７年度 人材育成研修（初級コース） 

 

「瑞穂市まちづくり基本条例」に基づき、市民協働のまちづくりを推進することにつなげるため、新規

採用職員を対象に朝日大学と連携した人材育成研修（初級コース）を実施します。 

瑞穂市の行政マンとしての基本スキル向上はもちろんのこと、多面的に瑞穂市を理解する中で、一人ひ

とりが市民とともにこれからの地域活動についてどのよう関わっていけるのか、その考え方や手段につ

いて朝日大学生とともに学ぶ機会としたいと思います。 

やる気のある職員の申し込みをお待ちしております。 

 

【研修内容】 

＜全体コーディネーター＞ 朝日大学 畦地 真太郎 教授 

 

研修時間：1８時０0 分 ～ １９時３０分（１時間３０分） 

研修会場：ココロかさなるＣＣＮセンター または 市民センター 

 

  期  日 内    容 

① １１月2１日（金） 瑞穂市の地勢・歴史・人口動態 

② １2月19日（金） 瑞穂市まちづくり基本条例について 

③ １月16日（金） 
コミュニティ心理学概論（1） 

社会システムとしてのコミュニティ 

④ １月30日（金） 
コミュニティ心理学概論（2） 

支援することを支援する 

⑤ 2月２0日（金） ファシリテーション：地域協働の促進 

⑥ ３月１3日（金） 
ホスピタリティとアサーティブネス： 

住民との対等な対話 

 

 

【その他】 

・研修は平日の時間外に行いますので研修に参加される職員には、時間外勤務手当を支給します。 

 ・フォローアップ研修として、令和８年度に中級研修を計画しております。 

～コミュニティ経営プロジェクト研究会～ 

 


